
３７０８２１

令和７年度第１回作業環境測定士試験

（有機溶剤）

指示があるまで、試験問題を開かないでください。

〔注意事項〕

１ 解答方法

(１) 解答は、別の解答用紙に記入(マーク)してください。

(２) 使用できる鉛筆(シャープペンシル可)は、「ＨＢ」又は「Ｂ」です。

ボールペン、サインペンなどは使用できません。

(３) 解答用紙は、機械で採点しますので、折ったり、曲げたり、汚したりしな

いでください。

(４) 解答を訂正するときは、消しゴムできれいに消してから書き直してくださ

い。

(５) 問題は、五肢択一式で、正答は一問につき一つだけです。二つ以上に記入

(マーク)したもの、判読が困難なものは、得点としません。

(６) 計算、メモなどは、解答用紙に書かずに試験問題の余白を利用してくださ

い。

２ 受験票には、何も記入しないでください。

３ 試験時間は１時間で、試験問題は問１～問２０です。

４ 試験開始後、３０分以内は退室できません。

試験時間終了前に退室するときは、着席のまま無言で手を上げてください。

試験監督員が席まで伺います。

なお、退室した後は、再び試験室に入ることはできません。

５ 試験問題はお持ち帰りください。
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問 １ 次の有機溶剤の組合せのうち、モル質量の値及び常温（25℃）での蒸気圧

（hPa）の値のいずれもがⒷに比べⒶの方が大きいものはどれか。

Ⓐ Ⓑ

１ 酢酸エチル トルエン

２ テトラヒドロフラン n -ヘキサン

３ シクロヘキサノン シクロヘキサノール

４ 酢酸メチル メタノール

５ 2-ブタノール イソプロピルアルコール

問 ２ 有機溶剤を、１気圧において、沸点の高い順に並べたものは次のうちどれか。

１ アセトン、エチルエーテル、二硫化炭素

２ 二硫化炭素、アセトン、エチルエーテル

３ エチルエーテル、アセトン、二硫化炭素

４ 二硫化炭素、エチルエーテル、アセトン

５ アセトン、二硫化炭素、エチルエーテル
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問 ３ N,N-ジメチルホルムアミドの物性に関する次の記述の㋑から㋩までの

に入る語句の組合せとして、適切なものは下のうちどれか。

「 N,N-ジメチルホルムアミドは１分子内に窒素が ㋑ あり、官能基として

は ㋺ を有する。また、常温、常圧での状態は ㋩ である。」

㋑ ㋺ ㋩

１ 一つ カルボニル基 液体

２ 一つ アミノ基 固体

３ 二つ カルボニル基 液体

４ 二つ カルボニル基 固体

５ 二つ アミノ基 液体

問 ４ 有機溶剤の測定に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 流量計の校正には、基準流量計として、石けん膜流量計を用いることが

できる。

２ 固体捕集法により試料を捕集する際に用いる電動ポンプの流量調整は、

捕集管を接続した状態で行ってはならない。

３ 捕集管の活性炭量に比べて脱着溶媒の量が少ない場合、脱着率が低くな

ることがある。

４ 真空捕集瓶は、捕集瓶内の圧力を 1.33 kPa以下にしたものを使用する。

５ 真空捕集瓶のコックには、グリースは使用しない。
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問 ５ 固体捕集法-ガスクロマトグラフ分析法に関する次の記述の㋑から㋩までの

に入る語句の組合せとして、不適当なものは下のうちどれか。

「作業環境空気中の ㋑ は ㋺ に捕集し、 ㋩ で脱着して得た試料

液を、ガスクロマトグラフに導入して定量する。」

㋑ ㋺ ㋩

１ キシレン 活性炭管 二硫化炭素

２ メタノール 活性炭管 二硫化炭素

３ イソプロピルアルコール 活性炭管 N,N-ジメチルホルムアミド

４ アセトン シリカゲル管 メタノール

５ クロロベンゼン シリカゲル管 メタノール

問 ６ 受動型試料採取機器（パッシブサンプラー）を用いた有機溶剤の測定では、

フィックの拡散法則に基づいた計算式により空気中濃度が算出される。フィッ

クの拡散法則に基づき理論的に求めたサンプリング速度（cm３・min-１）に関する

次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 拡散係数（cm２・min -１）は、物質によって異なる値である。

２ サンプリング速度は、拡散係数（cm２・min -１）に比例する。

３ サンプリング速度は、拡散面断面積（cm２）に比例する。

４ サンプリング速度は、拡散長（cm）に比例する。

５ サンプリング速度は、実験により求めた値とは異なる場合がある。
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問 ７ 混合有機溶剤について検知管法の使用が認められている場合において、トル

エン、酢酸エチル、1,1,1-トリクロロエタン及びキシレンを含有する混合溶剤

を使用している単位作業場所内の併行測定点におけるトルエン用検知管の測定

値は、15 ppmであった。

一方、ガスクロマトグラフで分析した測定値は、トルエン 10 ppm、酢酸エチ

ル 14 ppm、1,1,1-トリクロロエタン 8.0 ppm及びキシレン 4.0 ppmであった。

換算値変換係数として、正しい値は次のうちどれか。

なお、トルエン、酢酸エチル、1,1,1-トリクロロエタン及びキシレンの管理

濃度は、それぞれ 20 ppm、200 ppm、200 ppm及び 50 ppmである。

１ 0.0058 ppm-１

２ 0.0115 ppm-１

３ 0.0230 ppm-１

４ 0.0460 ppm-１

５ 0.0920 ppm-１

問 ８ 固定相液体としてメチルシリコン系の無極性カラムを用いたガスクロマトグ

ラフ分析法において、保持時間の最も長い有機溶剤は、次のうちどれか。

１ 酢酸メチル

２ イソプロピルアルコール

３ n- ヘキサン

４ シクロヘキサノン

５ アセトン
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問 ９ ガスクロマトグラフ分析法のキャリアガスに関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

１ キャリアガスとして、水素を使用することができる。

２ 溶出ピークの幅は、カラム内キャリアガスの渦流拡散の影響を受ける。

３ カラムの理論段数は、キャリアガスの種類が関係する。

４ 内径0.3mmのキャピラリーカラムでは、キャリアガス流量が１～３mL･min-１

が適切である。

５ 電子捕獲検出器（ECD）には、キャリアガスとして、窒素を使用するこ

とができない。

問１０ ガスクロマトグラフ分析法に用いられる検出器に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

１ 電子捕獲検出器（ECD）は、ニッケル63などから放出されるβ線を利用

する方法で、ハロゲンを含む有機化合物の高感度検出に適している。

２ 水素炎イオン化検出器（FID）は、水素炎中で燃焼しイオン化する物質

を検出する方法で、ほとんどの有機化合物及び無機化合物を検出できる。

３ 熱伝導度検出器（TCD）は、キャリアガスと対象物質蒸気の熱伝導度の

差を利用した検出器で、物質選択性がない。

４ 質量分析計（MS）は、分子構造情報を収集でき、未知物質の同定が可能

である。

５ 光イオン化検出器（PID）は、紫外線を照射して対象物質をイオン化し、

イオン電流を検出する方法で、多くの有機化合物を高感度で検出できる。
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問１１ 同族化合物の複数成分からなる試料を分析する際の、ガスクロマトグラフの

カラム温度に関する次の記述の㋑から㋩までの に入る語句の組合せと

して、正しいものは下のうちどれか。

「カラム温度は分析対象物質の沸点を基にして決められるが、カラム温度が

㋑ ほど試料成分の保持時間が ㋺ なり、試料成分の分離は ㋩ な

る。」

㋑ ㋺ ㋩

１ 低い 長く 良く

２ 低い 短く 悪く

３ 高い 短く 良く

４ 高い 長く 悪く

５ 高い 長く 良く

問１２ キャピラリーカラムを用いたガスクロマトグラフ分析法におけるスプリット

注入法に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１ カラムに導入される部分と排出される部分の比率をスプリット比という。

２ スプリット注入法では、カラムに導入される部分を１として、排出され

る部分を、通常 1/10 ～ 1/100の任意の比率に設定する。

３ スプリットレス注入法と比較して、低濃度成分の分析に不向きである。

４ スプリットレス注入法と比較して、溶媒ピークの影響を受けにくい。

５ スプリットレス注入法と比較して、ライナー内で気化した試料がカラム

に導入されるまでの時間は短い。
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問１３ ガスクロマトグラフ質量分析装置による定性分析及び定量分析に関する次の

記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 全イオンクロマトグラム（Total Ion Chromatogram）は、分子イオンとフ

ラグメントイオンを合算したクロマトグラムである。

２ 安定同位体で置換した測定対象物質は、内部標準物質として使用できる。

３ 定量は代表的なイオンのピーク面積又は高さで行う。

４ 定性分析は、測定対象物質と標準物質のマススペクトルを比較して行う。

５ 同じ保持時間の有機溶剤は、定量分析できない。

問１４ ガスクロマトグラフの検出器に用いられる質量分析計（MS）に関する次の

記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 化学物質のイオン化法には、電子イオン化（EI）法のほかに、化学イオ

ン化（CI）法などがある。

２ 電子イオン化（EI）法によるイオン化では、化学物質の分子イオンとフ

ラグメントイオンが生成される。

３ 質量分離部には、磁場型と四重極型があり、後者の方が質量の分解能が

高い。

４ 検出部には、二次電子増倍管が用いられている。

５ 質量分析計では、個々の化学物質に特有のマススペクトルが得られる。
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問１５ ガスクロマトグラフ分析法の定量下限を求める次の記述のうち、誤っている

ものはどれか。

１ 標準液を調製して検量線を作成する。

２ 管理濃度の1/10倍の標準ガスを捕集して得られる最終試料濃度になるよ

うに調製した標準試料を分析する。

３ 標準試料を５回以上繰り返し分析し、得られた測定濃度から標準偏差を

求める。

４ 標準偏差の10倍に相当する濃度を検出下限、標準偏差の３倍に相当する

濃度を定量下限とする。

５ 管理濃度の1/10倍濃度で得た最終試料液濃度が、分析機器の標準的な定

量下限よりかなり高い場合は、定量下限は検量線作成時の最低濃度の標準

液を用いて求めることが望ましい。

問１６ 吸光光度分析法に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 測定可能な波長範囲は、通常 200 ～ 1000 nmである。

２ 二重結合を持つ化合物は、紫外部の光を吸収する。

３ 複数の吸収極大を示す化合物もある。

４ 石英製セルは、全ての測定波長領域で用いることができる。

５ 入射光の強さを I0、透過光の強さを Iとすると、吸光度 Aは、A = log10(I/ I0)

で表される。
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問１７ 二硫化炭素の吸光光度分析法に関する次の記述の㋑から㋩までの に

入る語句又は数字の組合せとして、正しいものは下のうちどれか。

「環境空気中の二硫化炭素は、 ㋑ に捕集し、捕集液が ㋺ を呈した

ら、試料空気の吸引をやめ、 ㋩ nm付近の波長で吸光度を測定する。」

㋑ ㋺ ㋩

１ ピリジン溶液 赤桃色 530

２ 2,4-ジニトロフェニルヒドラジン溶液 赤桃色 530

３ 塩酸ヒドロキシルアミン溶液 紫色 510

４ ジエチルアミン銅溶液 黄金色 420

５ ジエチルジチオカルバミン酸ナトリウム溶液 黄金色 420

問１８ 作業者がメチルエチルケトンを含む塗料容器を持ち、移動しながら製品に塗

装する作業を行っていたため、作業者に受動型試料採取機器（パッシブサンプ

ラー）を装着して15分間のD測定を実施した。測定終了後、2mLの溶媒でメチ

ルエチルケトンを脱着し、これを試料液とした。試料液のうち 2 µLをマイクロ

シリンジでガスクロマトグラフに導入して分析したところ、試料液の濃度は

10.5 µg･mL-１であった。D測定値として、正しい値に最も近いものは次のうち

どれか。

ただし、サンプリング速度：12 cm３･min-１、メチルエチルケトンのモル質量：

72.1 g･mol-１、脱着率：0.9 とする。また、25 ℃、１気圧下とする。

１ 22 ppm

２ 44 ppm

３ 66 ppm

４ 88 ppm

５ 110 ppm
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問１９ １名の作業者により、トルエンを溶剤とした塗料を用いた手吹きによる塗装

作業が移動しながら行われていた。作業者に能動型試料採取器（アクティブサ

ンプラー）を装着して、１時間のサンプリングを５回繰り返すことにより C測

定を行った。作業後に回収された採取器の一つについて、溶媒にて脱着した後

にガスクロマトグラフで分析したところ、トルエン濃度として 322 µg･mL-１が

得られた。脱着溶媒は 2 mLとすると、測定値として正しい値に最も近いものは

次のうちどれか。

ただし、吸引流量：0.1 L･min-１、トルエンのモル質量：92.1g･mol-１、脱着率

：95 ％とする。また、25 ℃、１気圧下とする。

１ 3 ppm

２ 5 ppm

３ 10 ppm

４ 20 ppm

５ 30 ppm

問２０ 有機溶剤の標準液の調製に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 標準液は、対象の標準物質を脱着溶媒で適切な濃度範囲内に希釈したも

のを用いる。

２ 液体の体積の正確な計量が必要な標準液の調製には、メスシリンダーや

メスピペットを使用する。

３ 比較的高濃度の溶液を標準原液として冷暗所に保管し、検量線作成の都

度、適切に希釈して標準系列液を調製する。

４ 標準原液の保存可能期間は、溶質と溶媒の組合せによって異なる。

５ 未知試料中の対象物質の濃度が、標準系列液の最高濃度と最低濃度の間

になるように調製する。

（終 り）


